
 
 
１．業務概要  

(1)業務名 藤田防災・安全交付金（急傾斜地）（地質調査）委託 

(2)業務場所 菊池市藤田地内 

(3)業務目的 本業務は、藤田急傾斜（菊池市藤田）において，急傾斜崩壊対策の設計を行うにあたり，設

計の基礎資料を得る目的として，ボーリング調査を行ったものである。 

(4)業務内容 土質ボーリング（φ66mm） 2 箇所（L=18m）、標準貫入試験 18 回 

スウェーデン式サウンディング試験  5 箇所（L=13m） 
簡易動的コーン貫入試験 8 箇所（L=25.2m） 
ブロックサンプリング 2 試料、一軸圧縮試験 2 試料 
解析等調査 1 式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 調査地平面図（縮小版） 

２．地形と地質の概要  

（1）地形概要 

本調査地は，菊池市役所から南東に約 1.4km 行った，菊池市藤田地内である。対象斜面は、河原川に面

した東向き斜面であり，対象斜面上部は標高 100～120m 程度の火砕流台地が広がってる。この台地は阿蘇

火砕流堆積物により形成されたもので，割と緩やかな斜面形状となるが，調査地の一部ではこの阿蘇火砕

流堆積物が急崖を形成している。 

（2）地質概要 

調査地の地質は、新生代第四紀更新世の「阿蘇火砕流堆積物(PyA4)～PyA2」で構成される。(図 3)。調査地

の現地踏査ならびにボーリング調査では，Aso-2 火砕流堆積物(PyA2)の非溶結凝灰岩(軽石を含む火山砂)、
Aso-3 火砕流堆積物(PyA3)の非～弱溶結層(溶結凝灰岩)を確認した。 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

図 2.1 調査地の空中写真（Google earth に一部加筆） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2 調査地周辺の地質図 
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軟弱な dt-c 層が厚く堆積する (層厚 5～6m)。 

構造物の支持地盤としては支持力が不足するため「地盤改良」が必要。

軟弱な dt-c 層が厚く堆積する (層厚 5～6m)。 

構造物の支持地盤としては支持力が不足するため「地盤改良」が必要。

地質横断図(図 7.2) 


